
il;･J'- 会 記 射

24)当院におけ る肝纏胸痛 の診断葉轍に関す る

検討

五十嵐広隆 や畑 耕治郎
五十嵐健太郎
月岡 意 中同
市弁舌三郎 ､ I1-- --

【u的 ･方法】平成jt/lT:11'｣､降当事十で確詮に空･･､た肝細

胞癌 100症例を対象にし どのような契激で肝細胞癌が

診断されたか検討 した.

【結果】･､享､L診断契機こtこして770(､〔')症例が US丈は rl､
によるものであった.確診時 US8CT のいずれかで措

出されたものは95.5%であった.② 診断契機として27

ooL')症例か AFl)丈｣と1)l＼･'K八･･-･IIL7)異常値によるも

ハてあー､た.確診時ハ jlf/l'陽性率は約7'(一oo,pI＼･･1くA･一一

ffは約55%であり,AFP8P王VKA-Ⅱ のいずれかが

異常値であったものは79%であった.③ 他料で診断さ

れたものは,foHow していた疾患に気をとられ,慢性

肝疾患に対する follow が不充分な症例が多かった,㊨

肝細胞癌の早期診断においては,定親的な画像診断のチェッ

クが重要であるが,画像診断にて描出しない症例や,腰

轟マ-力-の上昇が診断の契機となった症例が存在する

ことから,これらを含めた総合的判断にてなされるべき

である.

25)入間 ドックにて AFP のみ高値を指摘 され,

7年後に発症 した肝細胞癌の 1例

五十嵐健太郎
何 汝朝 ･畑 耕治郎
五十嵐広隆
市井舌三郎 月岡 恵 儲 錨 病院)

斉藤 英樹 ( 同 外科)

渋谷 宏行 ( 同 病理)

520Ilgmlを指摘 され 当院初診.肝槻能正常､f{BsAg

陰性で,エコ-,CT,血管造影をこても,肝細胞癌 (HCC)

を指摘できなかった,以後,数丸月ごとに経過観察 した

那,AFPが漸増するに屯かかわらず,HCCは指摘で

きなかった.平成5年7乱 上腹部痛が出現事AFP感,000

ngml.lT-ニト1.CT にて S2--S3;Lニ障鳴あり.血管

造影にても肝左薬にびまん性をこ腫療洩染が認められ HCC

と諺断,左婁切除術を施行 した. 組織学的をこぼ HCC

ではまれな粘液産生を認めた.手術時すでに横隔膜下浸

潤があり,平成 6年 1月死亡 した,AFP産生と肝発癌

に開 し興味ある症例と考え報告する.
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26)肝細胞癌 をこおけ る腫療マ-カ…の検討

-P王VKA-Ⅲ を中心をニー

若杉∴奈~r･･米倉 研史

富出 慧産 場 末 淳--漕 驚県立や衆病院)

杉本不二雄 ･高木健太郎 ( 閣 外組)

対象 :当院で診断された ト1cc75症例.方法 :I-'1＼･rlく̂ ･･･

口 は 0.06ALTml,AFPは 20Ongllllを)]･リトナ~/

Lた.結果 :H(tHこおける陸揚--､･--fJ--ド尉牛革は PI＼:M .

Ⅲ で6006.AFI)で3600上 有意iこ r'IVK∧-ITの陽

性率が高かったヤ両者餅周をこより陽性率は71%まで上昇

した.最′｣､肝癌では l'Ⅰ＼･'KA--n.AFI~)ともに150on

陽性率であ-･-､たか,両群に症例n重梅は肯く.併用によ

り30%の陽性率が得られた.腰轟最大径と PⅣKA一江

値との間には有意な相関が認められたが,AFP値との

問には有意な相関は認められなかった. 経過率をこP挑 む-

E 値と AFP値の推移に解離を認める症例があり,輿

一の魔療て-カ-のみの経過観察では不十分な場合があ

ると考えられた.

27) イソタ- フェロソ治療後早期 に肝機能の著

明な低下と肝細胞癌 の発生をみたC型慢性

肝炎LT)1例
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症例は50歳女性.1989年.守ll:IIrI-1I荒し'1枚い

て内科を受診 した際.肝機能障害を指摘 された. 1992

午.C型慢性活動性肝炎に対 して lFN-LTl)こlを捜 LJ一一した

那,その後, トランスアミナ…ゼぼ正常者ヒせず,急速な

コリンエステラ-ゼの低下を認めた.1993年,腹部工

ニト-て肝 Sコに腫癌性病変を認め,生検にて高分化型肝

細胞癌と診断された.非癌部の肝観級像は,インタ-フ立

r,ン投 与~･前と比べ,炎症所見は著明に増強 しており.サ

ノL二)(ド結節様L刊勾常陸も存在 した,本例は,通常(T)C

型慢性肝炎とはかなり異なった病態を看する例と考えら

れ,今後は,イソターフェロソ治療が争病態を変化させ

る可能性を常に念頭におきながら,その適応を決定すべ

きと考えた.


